
　
今
回
は
、
株
式
会
社
小
原
鉄
筋

工
業
を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取
締

役
社
長
の
小こ

原ば
る

聡と
し

裕ひ
ろ

さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
先
代
の
社
長
が
昭
和
43

年
に
旧
川
内
市
で
創
業
し
ま
し
た
。

建
造
物
の
基
礎
と
な
る
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
鉄
筋
工
事
を
専
門
と

し
て
い
ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
自
然
災

害
に
強
い
た
め
、
ビ
ル
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の

▲小原代表取締役（前段左から３番目）と社員の皆さん

あ
ら
ゆ
る
建
造
物
に
使
わ
れ
て
お

り
、
暮
ら
し
の
安
全
安
心
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
当
社
は
本
市
で
、
九
州
新
幹
線

関
連
工
事
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｓ
プ
ラ

ザ
せ
ん
だ
い
や
セ
ン
ノ
オ
ト
の
駐

車
場
、
そ
の
他
の
多
く
の
マ
ン

シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
基
礎
工

事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

｢

人
財｣
育
成
を
大
切
に

　
当
社
で
は
、｢
社
員
の
成
長
は

会
社
の
成
長｣

と
の
理
念
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
将
来
の
財
産
で
あ
る

｢

人
財｣

育
成
の
た
め
に
、
社
員
が

何
事
に
も
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
、
多
く

の
設
備
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
経
験
者
へ
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
入
社
し

て
か
ら
１
カ
月
間
の
研
修
を
行
い
、

仕
事
の
知
識
を
身
に
付
け
た
後
、

半
年
間
は
先
輩
社
員
と
ペ
ア
を
組

ん
で
一
緒
に
現
場
に
出
て
、
実
践

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
資
格
取
得
の
補
助
制

度
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
仕
事

に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
や
す
い

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で

培
っ
た
技
術
や
知
識
を
集
約
し
て

業
務
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
品
質

と
安
全
性
を
高
め
た
施
工
を
実
現

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
技

術
や
知
識
を
若
い
社
員
へ
継
承
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
最
新
技
術

や
機
械
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

鉄
筋
の
再
利
用
を
促
進
し
、
社
会

と
共
に
成
長
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

▲㈱小原鉄筋工業　川内支店

▲鉄筋工事の様子

第
68
回
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所 在 地：平佐町 3539番地 1
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株
式
会
社
小
原
鉄
筋
工
業

入社４年目
岩
いわ
元
もと
哉
かな
太
た
さん

　
入
社
当
時
は
で
き
な
い
こ
と
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
上
司
や
先
輩
か
ら
教
わ

り
な
が
ら
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

建
造
物
は
長
く
ま
ち
に
残
る
も
の

で
、
自
分
の
関
わ
っ
た
建
造
物
が

長
く
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
考
え

る
と
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。

　
今
は
職
長
を
任
さ
れ
、
現
場
を

取
り
仕
切
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
も
っ
と
高
み
を
目
指
し
て

勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

株式会社小原鉄筋工業
川内支店 － Information －
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182024.8.10 広報

　６月 21日（金）、川内スラッガーズの選手 30人と
指導者が、表敬訪問しました。
　５月に開催された「第 37回夏季九州選手権南部地
区連盟予選大会」中学の部で８年ぶり５回目の優勝を
果たしました。また、６月に開催された｢ジャイア
ンツカップＣブロック決定戦｣と８月に開催される
｢2024 ホークスカップ｣、｢第 37 回全九州硬式少年
野球鹿児島大会｣の出場を報告しました。
　江

え

口
ぐち

主将は、｢良い報告ができるように一戦必勝、
全力プレー
で頑張りま
す｣と力強く
誓いました。

　７月１日（月）、本庁で、薩摩保護区保護司会と川
内更生保護女性会が、内閣総理大臣および鹿児島県
知事からの｢社会を明るくする運動｣のメッセージを
伝達しました。
　これは犯罪のない明るい社会をみんなで目指すた
めの運動で、犯罪や非行の防止と、再犯防止に向け
た取り組みなど、
誰もが安全で安
心して暮らせる
社会実現のため
の連携を確認し
ました。

　６月20日（木）、川内商工高等学校で、同校インテ
リア科３年生14人が、｢朝陽ワイナリーロゴデザイ
ンコンテスト｣審査会に臨み、それぞれが考案したオ
リジナルデザインを発表しました。
　同コンテストは、ワイン作りを通して社会課題の
解決へ取り組んでいくことを、未来を担う地元高校
生と共に考えたいと企画されました。

｢社会を明るくする運動｣メッセージを伝達 車椅子を寄贈していただきました
　７月２日（火）、陸上自衛隊川内駐屯地曹

そう

友
ゆう

会
かい

、航
空自衛隊下甑島分屯基地准

じゅん

曹
そう

会
かい

から、チャリティ活
動の収益の一部還元として、車椅子１台の寄贈があ
りました。
　寄贈いただいた車いすは、本庁舎を利用される市
民の皆さんのために活用させていただきます。

　６月 30日（日）、ＳＳプラザせんだいで、市誕生
20周年記念｢川内大綱引を未来へ ”綱 ” ＧＯ！｣を開
催しました。
　これは、川内大綱引の国重要無形民俗文化財指定を
記念したイベントで､映画｢大綱引の恋｣の特別上映や、
俳優の升

ます

毅
たけし

さんによる舞台挨拶などが行われました。
　また、太鼓体験や川内大綱引で使用する道具の展示
などもあり、約500人の来場者が川内大綱引を満喫
する１日
となりま
した。

川内大綱引を未来へ”綱”ＧＯ！

チーム一丸一戦必勝

　６月 21 日（金）、少年自然の家で、地域指導者養
成講座を開催しました。
　27人の参加者が、職員と一緒に、じゃんけんを使っ
た児童向けのレクリエーション活動や、やすりで削っ
て作る木工ペンダントなどの創作活動の研修を行い
ました。この研修を通して親睦を深めると共に、子
どもとの関
わり方を学
ぶことがで
きました。

すぐに役立てられる講座に満足

朝陽ワイナリーのロゴデザインを提案

【情報提供：川内商工高等学校】
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。


